
2023 年度 日程

事務局会議・運営委員会他 内容

４月 事務局会議（13 日）

5 月 運営委員会（18 日） 顔合わせ

規約改正について

6 月 ●全体会（20 日） ・活動報告、活動計画、決算予算、会長・副会長

選任

7 月 事務局会議（20 日）

8 月 運営委員会（24 日）

10 月 事務局会議（13 日）

★第 11 回 障害のある人も

ない人も共につくる緑区民の

つどい

11 月 運営委員会（30 日） ・各部会から集約した地域課題の議論。

1 月 ★みどりっこひろば（19 日）

南ブロック連絡会 ・南ブロックの共通の地域課題の討議（障害者支

援課認定支払係、4 区（緑・南・天白・瑞穂）の

区役所・支所・保健Ｃ・基幹Ｃ）

・各区から地域課題の文書を市に提出

事務局会議（25 日）

2 月 運営委員会（20 日）

  

・南ブロック会議・・・年６回 （6 月、８月、１０月、１２月、2 月）

  ・名古屋市自立支援連絡会 年 3 回 ①7 月 ②11 月 ③3 月



2023 年度 緑区自立支援連絡協議会 活動計画

１ 活動の柱

協議会の活動については、新型コロナの感染症対策を講じた上で取り組んでい

きます。対面での会議や研修会などを再開していくことを視野に入れながら、オ

ンラインの効果的な活用については、状況と内容に応じてその都度、協議会構成

員の皆さんの意見を聞きながら検討していきます。

1．地域課題への取り組みを強化するため「課題別の部会」へ再編成を進めま

す。そのために規約の改正について検討を行います。

課題別の部会への再編は、2007 年から積み重ねてきた経過を大事にしながら、

各部会で丁寧に議論を積み重ねて検討していきます。

新しく「権利擁護部会準備会」を立ち上げ、一年後に権利擁護部会としていくた

めの準備を行います。

2．地域の支援力アップの為に、ネットワークづくりに取り組みます。

① 部会活動を中心に、事業所同士の交流や、部会の枠を超えた横のつながりを作

っていきます。

② 当事者参加、構成員のネットワークづくりを引き続き進め、当事者や家族、ま

た事業所が孤立する事がないように取り組みを進めます。

③ 障害分野以外の関係団体との連携や情報共有、ネットワークづくりに取り組み

ます。

3．障害がある人もない人も、誰もが住みやすく、お互いに支えあえる街づくりに

取り組みます

引き続き、新型コロナの感染状況を鑑みながら、感染対策をとった上で「第１2

回 障害のある人もない人も共につくる緑区民のつどい」の企画に取り組みます。
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2023 年度 日中居住連絡会 活動計画

（1） 活動

① 事業所間の交流や連携につながる取り組みを進めます。

定例会の開催

利用者・事業所から発信された地域課題を全体に共有し、解決につなげる

② 事業所からの要望に基づき、学習・研修会を開催します。

定例会での研修会の開催

③ 「種別交流会」を要望に基づき開催します。

JOB みどり GH 交流会

④ 利用者のゆたかな余暇活動の為に、情報発信・試行的取り組みを行います。

誰もが安心して過ごせる「余暇活動」を考える会(仮)の取り組みをもとに、今後の必要を検討する。

区内で企画される、イベントなどの情報発信

9 月 10 日（日） 10-12 時 ボーリング大会 野並ラウンドワン

⑤ 人材確保・育成の取り組みを進めます。

就職フェアー改め → 福祉の現場・仕事を知ってもらう企画の検討から始める

(2)  運営

   各事業所への運営委員の新規募集

   協議会運営委員会・各実行委員会等への派遣

(3)  年間活動   

基本第 3 水曜日 午後 1 時 30 分～3 時
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(4)  その他

 協議会ホームページでの事業所紹介の充実

 各部会の研修会など情報発信

 イオン福祉の店の開催協力

 有松絞の会との連絡調整

日中連絡会の会議日程
日 曜日 時間 会議名 会議室 備考

6月28日 水 1330-15 日中運営委員会 zoom
第3水曜日が、名古屋市の基幹関
係会議と重なった為。第４へ

7月19日 水 1330-15
定例会/事業所交流
会・就労系事業所紹介

支所第１．
２会議室

10月18日 水 1330-15 日中運営委員会
11月15日 水 1330-15 定例会/法律相談企画 ※が出来るかも
1月17日 水 1330-15 日中運営委員会
2月21日 水 1330-15 定例会/研修会
3月13日 水 10-1130 日中運営委員会 第3が祝日で、第2午前に変更。

※基本は、これまで通り第3水曜日午後で組みました。基本以外は備考を参照

協議会年間予定
日 曜日 時間 会議名 会議室
5月18日 水 9～12 協議会運営委員会 研修室
6月20日 火 13-17 全体会 第2
8月24日 水 9～12 協議会運営委員会 第２
11月30日 水 9～12 協議会運営委員会 第1.2
2月20日 水 9～12 協議会運営委員会 第２



2023 年度 居宅事業所連絡会 活動計画

2023 年度は、居宅部会を発展的解消し、居宅介護事業所連絡会として事業所間の連携と交流を目的に

活動を展開していきます。

可能な範囲で新規事業所を訪問して、事業所の現状や連絡会についての要望等声をお聞きしていきま

す。

◇地域で暮らす方を支えるための支援者向け 「交流会」 「学習会」

ヘルパーさん以外にも関わる関係者と一緒につながる場所を作るために、気軽に参加できる

「交流会」「学習会」を企画します。

日にち 内容

第 1 回 ９月 事業所紹介・名刺交換会・交流会

第 2 回 ２月 研修会

◇運営委員会

運営委員を中心に連絡会の内容について枠組みを作っていきます。

新たに運営委員を追加募集して、運営委員会を活性化していきます。

日にち 内容

第 1 回 5/15 （ 月 ） 昨年度活動報告、今年度活動計画について

第 2 回 ７/13 （ 木 ） 第 1 回交流会・学習会の検討

第 3 回 １１月 第 2 回交流会・学習会の検討

◇その他

・基幹センターホームページの事業所紹介への掲載

・協議会の取り組みについて、情報提供

◇緑区自立支援連絡協議会への派遣

  運営委員会  おおばこ 島田、 ヘルパーステーションぽぽ 山本

つどい    ケアプランセンター久方 多田



2023 年度 児童部会活動計画
児童部会は、連絡会、ネットワーク、不登校を考える会の 3つの組織で構成しています。昨年度に引き続

き、各組織の充実と緑区の障害児に関わる地域課題を整理していきます。

◇障害児支援連絡会

目的：障害のある子どもたちを支える事業所の交流を行い、横のつながりを作る。市民向け企画の実施。

構成メンバー：放課後等デイサービス・児童発達支援事業所 他

日にち 内容 場所

６月 16 日（金） 第 1 回定例会 交流会・名刺交換会 徳重支所第１，２会議室

9 月 15 日（金） 第 2 回定例会 徳重支所第１，２会議室

11 月 17 日（金） 第３回定例会 地域課題 みどりっこ打合せ 徳重支所第１，２会議室

1 月 19 日（金） みどりっこひろば 区講堂

2 月 1４日（水） 第４回定例会 区役所第 2 会議室

◇障害のある子どもを支えるネットワーク

目的：緑区における障害の子どもたちを支えるための課題を整理し、必要な資源を作る。

障害のある子どもの関係者のネットワークを作る。

構成メンバー（予定）：放課後等デイサービス 児童発達支援事業所 相談支援専門員

緑区民生子ども課子ども係 緑区福祉課障害福祉係 緑区保健センター（精神、母子保健師）

子ども応援委員会 緑区特別支援教育研究会顧問 エリア支援保育所（鳴子保育園）

南部地域療育センターそよ風 緑児童館 緑区障害者基幹相談支援センター

※東部児童相談所 子ども若者総合支援センター

日にち 内容 場所

７月 5 日（水） 第１回定例会 子ども応援委員会の役割（案） 徳重支所第１，２会議室

10 月 18 日（水） 第２回定例会 区役所第 2 会議室

2 月 16 日（金） 第３回定例会 不登校を考える会実践報告 保健センター２階

◇不登校を考える会

目的：緑区内の児童に関わる課題についての交流と、関係機関への働きかけ、資源開発。

   交流会の 1 年の成果をネットワーク会議で報告し、緑区の不登校の現状を考える機会とする。

構成メンバー：児童部会代表  相談支援専門員 緑児童館 メンタルクリニックみなみ

子ども応援委員会 緑区障害者基幹相談支援センター

日にち 内容 場所

5 月 17 日（水） 不登校事例の交流

緑児童館

7 月 ６日（木） 南生協病院田中医師と交流

10 月  日（ ）

12 月  日（ ）

３月  日（ ） 1 年のまとめ 次年度計画



精神部会 2023年度活動計画

●定例会 年 3回程度予定

     第 1回定例会：日時 4／18（火）16：00～18：00 参加者 11名

場所 多機能型事業所わかた

内容 2023年度の活動計画の検討

〇定例会の企画内容を昨年に引き続き「お困りごと交流会」として開催予定。他部会へも参

加を呼びかけ、幅広く連携をとれるように繋がりを作り、支援のヒントを考える機会とする     

○運営委員会 年 4回程度予定

○講演会 1回（企画実行にあたり、実行委員会を適宜開催）



2023 年度緑区自立支援連絡協議会相談部会年間予定 活動計画

日程(各 10：00～
12：00)

内容 場所

４月 17 日（月）

新年度顔合わせ、新年度の体制等事業所か

ら近況報告,名古屋市集団指導を受けて

6 月事例検討会に向けて

オンライン（Zoom）

５月１５日（月）

「事例を使って事例検討のやり方を学ぶ」

講師：日本福祉大学 木全和己先生

事例提供者：なごみ小久保さん

「ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰ・虐待の可能性があるｹｰｽ」

オンライン（Zoom）

６月１９日（月）
事例検討会

8月事例検討会に向けて
徳重支所第 1・2会議室

７月１８日（火） 事業所交流、近況報告 徳重支所第 1・2会議室

８月２１日（月）
事例検討会

徳重支所第 1・2会議室

９月１９日（火）
放課後ディサービス・児童発達支援事業所

との意見交換会
徳重支所第 1・2会議室

１０月１６日（月）

地域課題について

居宅部会との意見交換会

12月事例検討会に向けて

徳重支所第 1・2会議室

１１月１４日（火）
ケアマネサロン：ケアマネと相談支援専門

員との交流
未定

１２月１８日（月）
事例検討会

徳重支所第 1・2会議室

１月１５日（月）

障害福祉サービス以外の地域の社会資源を

知る、今年度の振り返りと次年度に向けて

意見交流

徳重支所第 1・2会議室

２月１６日(金) 児童部会ネットワーク会議（予定） 区役所第 2会議室

３月１８日（月）
次年度の相談部会について 緑保健センター１階会議

室

＊定例会の内容：相談支援事業所・相談支援専門員の交流、事例検討会・学習会、他部会・事業所と

の意見交換を行っていく。

＊構成員：季楽指定特定相談支援事業所春風、相談支援事業所ひととま、相談支援事業所ひなゆり、もみじ相談支援事業

所、相談支援センターてらす、相談支援ふわふわ、相談支援ぽぽ、相談支援カモミール、相談支援グリーンミント、ゆた

か希望の家相談支援事業所、相談支援よすが、相談支援センターなごみ、相談支援事業所me、相談支援ハピネス、相談事

業所まり、相談支援事業所神無、相談支援事業所ルドルフ、南部地域療育センターそよかぜ、緑区役所福祉課障害福祉、

支所区民福祉課福祉窓口、保健センター        16



20２３年度 強行部会 活動計画

自閉症から強度行動障害児者を地域で支える部会として一昨年から始まりました。3 年目を迎えますが、

より地域の支援者と一緒に支えていくための活動を目指します。今年度は、事業所の管理者だけでなく、現

場の支援者にも参加していただける研修会をはじめ、実践報告や交流会を行い、地域での実践をたくさんの

支援者で共有できる場にしたいと思います。

◇運営委員会

０５/１９（金）10：30～12：００ 定例会打ち合わせ

０８/18(金)13：30～15：００    〃

11/17(金)13：30～15：００ 地域課題

12/15（金）13：30～15：００ 定例会打ち合わせ

01/26（金）13：30～15：００ 次年度に向けて

◇地域課題検討会 11/11（金）

◇定例会

日にち 内容 方法

第 1 回

6/９（金）

１０～１２

研修会  「自閉症支援がうまくいかない・・・

最初にやることは？」

講師 あいぽ奥山氏

緑区役所 第 2 会議室

第 2 回

9/８（金）

１０～１２ 実践報告・交流会

徳重支所第１，２会議室

第 3 回

1/19（金）

13～１５（17） 事例検討会

徳重支所第１，２会議室

毎回アンケートを集計し、意見をもとに定例会の内容を検討する。

今年度のねらい

◇繰り返し学ぶことで、障害の特性を学び、実践に生かせるようにする。

◇事業所からの実践報告を聞きながら、所属する事業所での様子を交流し、実践を振り返る機会とする。

◇自閉症、強度行動障害の特性をたくさんの人に知ってもらうために、幅広く告知をしていく。



（新規）権利擁護部会準備会

緑区自立支援連絡協議会では、障害児者の権利擁護について地域で考えていくための場所

として、権利擁護部会の設立を目指します。今年度は権利擁護部会準備会として活動をすすめ、

来年度は権利擁護部会として、進められるよう準備をして行きます。

＜構成メンバー＞

福祉サービス事業所

児童、生活介護、相談など

地域生活支援拠点事業所

行政機関

基幹センター

    

    

＜内容＞

6 月 虐待に関わるアンケート（全事業所対象）実施。 〆切 8 月末

7 月 会議 差別について

9 月  会議 事例検討

１１月 会議 成年後見制度について

１月   虐待防止研修 （全事業所対象）

３月   まとめ 次年度に向けて


